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水洞幸夫
今年（平成４年）は閏年だが，山口喜一郎が亡くなったのは，４０年前の閏年，昭和27年のちょう
ど２月29日午後２時半であった。８１歳。老衰による死である。遺族に残した言葉は「葬儀は，仏教
にも，神道にも，キリスト教にもよらず，近親と知人だけで告別し，郷里の山口家の墓地に－基の
墓標を立てるにとどめよ｡」というものであったらしい。その墓標は実際に山口喜一郎の郷里，輪島
市の一本松公園に隣接して眼下に日本海を望む墓地内の｢祖孫同帰」と刻まれた山口家の墓の傍ら
に立てられている。墓標に刻まれた「雲洞山口喜一郎之墓」という文字は西尾実の書によるもので
二人の交友の並々ならぬ深さがしのばれるが，山口喜一郎は自らがその半生を捧げた日本語教育に
関する遺言を西尾実に託している。その辺のやりとりについては，山口喜一郎の死の直後に出され
た「実践国語」（昭和27年６月号）のく山口喜一郎先生を偲ぶ〉という特集の中の回想文で西尾実自
身触れているが，その時西尾に同行した大石初太郎も，後に西尾実の追悼に際してその事を回顧し
ている。
山口翁は昭和27年閏年の２月29曰になくなられたのだから，それはその年の１月ごろのことで
はなかったろうか。
病篤<，命運を自らさとられたらしい翁が，西尾さんに遺言したいことがある，君案内してき
てくれ，と言われて，わたしは立川市郊外の翁の病床まで先生のお伴をした。翁の遺言というの
は，わたしもわきで聞いていたのだが，東南アジアその他の国会は遠からずまた日本を仰いで指
導を受けに来るにちがいない，その時に第一に必要なのは日本語教育だ，今から曰本はその用意
をする必要がある，西尾さん，あなたの力で政府にその準備をさせてほしい，というようなこと
だった(1)。
大石はその後この山口喜一郎の遺言は生かされていき，その一つの到達点が国立国語研究所の日
本語教育センターとして形になったと評価している。
終戦時，山口喜一郎は大連語学学校に嘱託として勤務中であった。明治29年12月台湾を振り出し
に，朝鮮，満州，北京と54年間にわたって携わった外地での日本語教育の現場を離れて帰国できた
のは，終戦より１年８カ月後で「困窮恐'怖の生活の末｣(2)のことであった。この間に彼は妻を亡くし
ている。石黒修は引き上げてきた山口喜一郎の様子について，先の「実践国語」の特集の中で「山
口さんは，奥様をなくし，戦争によって物心ともにいためて内地に帰られたが，もう戦前のお元気
はなかった。それでも，よくいろいろの会合に出席し，人の話をきき，意見を述べられた。年とい
うこともあったであろうが，戦争の痛手を強く受けて引き上げられたように思う｡」と記している。
戦前の山口は，折りにふれて「東洋諸国から日本へ留学して帰ったものの大方が排曰になるのはな
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ぜか，それを考えなくては」と語ったそうである。戦争による辛酸をなめ，戦後，最晩年の彼の一
番切実な問題意識はこの事の上にあったに相違ない。山口は引き上げ直後の昭和22年よりたびたび
郷里の輪島を訪れ，輪島小学校を中心にして，地元教師の指導にあたった。昭和25年には姪の松木
美津方に下宿し，６年生を相手に実際に研究授業をやってふせたり，毎週水曜曰下宿先に教師達を
招いての研究会を主催するなど，輪島を最後の本拠地と定めて，５０数年にわたるく外国語として
の〉曰本語教育の成果を内地で新しい国語教育の可能性として実践の場で練り上げようとしていた
と考えられる。ここに当時の山口の輪島での指導の様子をうかがわせる－つの資料がある。昭和２８
年３月，輪島小学校での校内研究発表用にまとめられたガリ版刷りの「国語学習指導と問答法の研
究集録」と題された冊子である。まとめられたのは，当時輪島小学校教諭として直接山口の指導を
受けた堀場良夫氏である。次に引くのは氏が書かれたこの「研究集録」の巻頭言である。
『言語は有声の思惟，思惟は無声の言語」だといった先哲の言葉は，言語教材の鉄鍼だ。言
葉がいたずらに告知伝達の面に馳せて，思惟の精錬，想像の錬成，情意の陶冶を，おろそかにし
精神形成の自覚が伴わない口頭饒舌の生まれるが如きは，けだし健康な我が教育人の望む所では
ない。と，話しことばの重要性を説きながらも表面形式に流れる現代国語教育の批判を，声を
大にして諄々として説かれた吾々郷士の大先輩故山口喜一郎先生！
８０歳にしてなお豐錬たる先生の姿１今尚眼底に髻露たるものを感ず。
「あれだけ言って聞かせても，まだこのざまか」と地下からのお叱りの声を気にしながらも，
このささやかなる研究物を先生に謹んでざきぐ。
この巻頭言にあるようにこの「研究集録」は指導を受けた山口喜一郎にその成果を披露すべくほ
とんど一年ががかりで作成されたものであったが，山口はついにそれを見る享なく逝ったのであっ
た。この冊子の前半は山口喜一郎の印象，指摘を受けた注意点，受けた講義のノートなどで，構成
されている。そのなかで，〈マンネリズムの国語学習指導の反省〉と小見出しのつげられたものに
は，山口の指摘がその厳しい口調そのままに記録されている。１１点並んでいるが，いくつかを紹介
したい。
５教師の話が多すぎ児童の言語活動がきわめて少ない。発問は冗漫であり核心をつかず児童の
発言には不親切でありその取扱いは一回生起である。
９生徒の－挙手一動作が，すべて言語経験と結びつかねばならない。時間中に児童がおくれて
一人教室に入る。だまって坐って本をだしてよむ。教師は一言もいわない。言語表現（身振
り）の指導する最も絶好の機会である。こういう「場に即した指導」をしないから曰本人はコ
ミュニケーションもエチケットも知らないのだ。何が生活学習か？
１１新しがりやに１教材研究もしないで教科中心はもはや古い。国語学習になんでも表現だ劇だ
芝居だと暗記式発表をやらせたり，単元学習だ生活学習だとむや承にやたらに尻結びのない雑
炊式学習に終わり，形式的発言ばかりに馳せ，発言と理解との関連を忘れた徒に区含雑多な生
活経験を追い発語に至る心的過程の練習をおろそかにすることは時間の空費と軽薄なおしゃく
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りしか出来ない。
終戦直後のコア・カリキュラム全盛期の小学校において（ちな承に輪島小学校は当時社会科一点
張りの実験学校だった）言語生活の組織的，体系的指導の観点を欠いた安易な形骸化した経験中心
主義を鋭く批判している様子がここでよくわかる。
山口喜一郎の主著は，昭和８年３月，満鉄奨学資金財団の給費によって出版された「外国語とし
ての我が国語教授法』である(3)。菊版507頁，背に記されている書題と著者名は著者自筆のものと思
われる。本書成立のいきさつについてはその巻頭言において詳しく述べられているが，「外国人の
編著を翻訳したりしたのでなく，我が国人として国語の外国語的教授の経験をまとめて，而も鳥勵
図的に教授問題の全班に亙った点に於て，此の箸は蓋他に類を見ないと思ふのであります｡」との
自負をもって世に問われたものであった。全部で16の章より成っており，第３章までは言語に関す
る原理論，第４章より第15章までは実際の外国語としての日本語教授の方法理論が展開される。最
後の第16章は「結後一外国語としての我が国語の教授の沿革一一」として朝鮮，台湾，満州に
おける日本語教育の沿革がまとめられており，特に台湾において，フランス人のグアン氏の教授法
をどのように改良し，直接法を普及させたのかという点についての詳細な記述は貴重である。山口
喜一郎の理論はソシュールやパイイの理論，それを日本に紹介した小林英夫の考え方に負うところ
が多いとされる。しかしその背後には長年の実践につちかわれた揺るぎない経験の士壌が存してい
るのであり，その経験がそれらの理論に出会うことによって，表出の機を得たともいうべき血肉化
した説得力ある言葉で語られる。その山口理論の特徴をいうならば，主体，話題，言語環境の力動
的に連関した場面的活動を言語生活の最も基本的なく現場〉として位置づけ，その生々しい現場`性
の緊張感をいかにしてそこなわずに，場面的活動を精錬し社会`性をかねそなえたものに体系化する
かを教授法の基礎理念としたというものであろう。言葉のやりとりされる現場性の重視が，話言
葉，その中でも特に「相対語（対話)」への注目につながっていくのである。言語活動をその営まれ
る現場から抽出し，個戈の語の分析とその総合によって言語の本質をとらえようとする従来の構成
的，器械的言語観とそれは相反する観点であった。また，それは言語理論としては科学的に体系化
しにくい理論でもある。－回一回異なる文脈のなかから言葉が生成されるその瞬間を生徒に体験ざ
せ定着させることは，本来的には，教室での毎時間のそれぞれ相異なる言葉のやりとり一つ一つの
場を離れては意味をなさないからだ。山口喜一郎の本領はその実践の姿，または実践の方法論にあ
るとして，「外国語としての我が国語教授法」における言語理論の面を軽視する傾向があるが，教授
の方法論は彼の上述の言語理論と分かち難く連関している。つまり彼の理論においての言語の分析
と体系化は，言語活動の具体的場面の教授を目的とした構造化以外に記述しようがなかったからで
ある。
対話の言語教授の上に於て尊ぶぺき点は，その出来上がったものではなく，亥Ｉ々に出来上がら
せつつ進むところにあるのだから，何処までも此の点を発揮する様にすることを方法上第一の着
眼点としなくてはならない。（第14章話方教授と綴方教授）
彼の言語理論は即方法論に連関するということが端的に見て取れる箇所である。戦後，これは表
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現と理解との相互補完的円環活動としての言語論へと展開していくことでもわかるように，ここで
述べられていることは，対話の教授法であるとともに彼がとらえた，言葉の実相でもあるのだ。
いずれにせよ，彼の理論は，理論としておさまることでは完結し得ぬ理論なのであり，最晩年，
郷里輪島において教壇に立ち，半生の経験を生徒の，あるいは地元教師との真剣勝負の対話のなか
で精錬し続けた営糸は，実践家としての彼の真骨頂を示すの糸ならず，すぐれて理論的なものとし
ても評価できるように思うのである。そこでは，あるいは，日本と外国との関係が，日本語の言語
活動の現場を構成する理論的に無視し得ぬ要素として彼の脳裏に浮かび上がっていた可能性もある。
山口喜一郎の遺言を，それを託された当事者，西尾実の言葉でもう一度紹介して，この稿を終え
たい。
８１歳の生涯を終られる旬日前，医師から「今日明日が危険だ」といわれたと伺って，その病床
をお見舞いしたさいも，最初こそ，その口許に耳をよせないと聞きとれないような声で話された
が，曰本が独立国になった暁の曰本語教育のことに言及するに至っては，急に声は活気を帯び，
平常と，すこしも変わらない元気な語調で話つづけられた。かつての日本が，外国の留学生を遇
する道をあやまり，抗日の種を蒔いたにすぎなかったことをなげかれ，そういう留学生のため
に，曰本語教育を中軸とした真の教育機関を設立することが必要であることを論じられるころ
は，まさに意気軒昂，病床の人とは思われない概があった。しかも，それが，神経的昂奮などで
はなく，病苦を忘れ，生死を超えた，翁半生の，従容たる情熱の披瀝であった。
注
(1)大石初太郎「西尾先生と山口喜一郎翁のことなど」（『言語生活』昭５４．６）
(2)山口喜一郎『話言葉とその教育」（昭２６．６）の序
(3)山口喜一郎『外国語としての我が国語教授法』は，昭和18年７月に新紀元社より『日本語教授法原論」として再刊
される。その際「本書の上梓について」と題された序文が新たについた。その後『近代国語教育論体系１０・昭和初期
Ｉ』（昭５０．３光村図書）において一部復刻され，倉沢栄吉氏によって詳細な注解と解説，解題がなされた。さら
に昭和63年８月に冬至書房よりく日本語教授法基本文献〉シリーズの－冊として全文が復刻された。
※山口喜一郎の輪島滞在中のことについては，甥の岡田栄吉氏よりいろいろと貴重な話をうかがった。また堀場良
夫氏にはいろいろと話をうかがった上，氏にとっては忘れ難い当時の思い出の品である「国語学習指導と問答法の
研究集録」を提供して頂いた。両氏に心より御礼申し上げる次第である。
※輪島における山口喜一郎の活動については，拙稿「山口喜一郎『外国語としての我が国語教授法』〈解説>」（『解
釈』昭61年２月号）に－部紹介した。
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